
カルガモの大家族、すくすく成長中－。秦野市今泉の今泉名水桜公園の湧水池で気持ちよさそうに泳ぐカルガモの
親子の姿が来園者を和ませている。近くの住人によると、５月上旬ごろから姿が確認できたという。（１８日撮影）
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群
馬
県
の
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
勧

告
さ
れ
た
。
生
糸
の
輸
出
港
だ
っ
た
横

浜
も
「
絹
の
道
」
で
つ
な
が
っ
て
い
た

か
ら
、
と
お
祝
い
ム
ー
ド
だ
。

　

勧
告
に
合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
が
、
シ
ル
ク
博
物
館
、
横
浜
開
港

資
料
館
、
県
立
歴
史
博
物
館
（
い
ず
れ

も
中
区
）
で
「
横
浜
絹
回
廊
」
と
称
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
絹
と
輸
出
に

か
か
わ
る
企
画
を
開
催
中
だ
。以
下
は
、

順
々
に
巡
っ
て
の
感
想
。

　
「
蚕
の
化
せ
し
金
貨
な
り
…
明
治
大

正
の
生
糸
産
地
と
横
浜
」
と
銘
打
っ
た

の
は
開
港
資
料
館
。
近
代
製
糸
業
の
発

展
を
中
心
に
、
横
浜
の
役
割
と
各
地
の

業
者
の
活
動
を
た
ど
る
。
タ
イ
ト
ル
は

明
治
後
期
、
宮
城
県
の
佐
野
製
糸
場
の

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
唱
歌「
日
本
蚕
史
」

の
一
節「
み
く
に
の
富
を
増
す
も
の
は
、

蚕
の
化
せ
し
金
貨
な
り
」
か
ら
。
富
国

強
兵
、
殖
産
興
業
を
支
え
た
自
負
を
感

じ
た
。
７
月
13
日
ま
で
。

　

県
博
の
「
繭
と
鋼　

神
奈
川
と
フ
ラ

ン
ス
の
交
流
史
」
展
（
６
月
22
日
ま
で
）

は
、
幕
末
・
明
治
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
見

た
神
奈
川
の
姿
を
紹
介
す
る
。
展
示
の

中
核
を
な
す
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
実
業

家
で
日
仏
の
文
化
交
流
史
を
研
究
す
る

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
さ
ん
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
明
治
大
学
図
書
館
蔵
）。

タ
イ
ト
ル
は
、
外
貨
獲
得
の
た
め
日
本

か
ら
生
糸
が
輸
出
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
は
造
船
や
製
鉄
な
ど
近
代
化
を
支
え

る
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
。例
え
ば
横
須
賀
製
鉄
所
は
そ
の
後
、

造
船
所
と
な
り
、
横
須
賀
鎮
守
府
造
船

部
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
な
ど
と
名
を
変

え
、
現
在
は
米
海
軍
の
基
地
だ
。

　
〝
本
家
本
元
〟
の
シ
ル
ク
博
物
館
で

は
、
や
や
時
代
が
く
だ
っ
て
戦
後
に
輸

出
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
ス
カ
ー
フ
に
焦
点

を
あ
て
た
「
世
界
に
羽
ば
た
い
た
ス

カ
ー
フ
た
ち
」
展
（
６
月
22
日
ま
で
）。

「
横
浜
ス
カ
ー
フ
」
と
い
う
言
葉
は
最

盛
期
に
は
な
く
、
当
時
は
各
国
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
受
注
生
産
が
主
だ
っ
た
と

い
う
説
明
に
は
び
っ
く
り
し
た
。
つ
ま

り
途
上
国
と
し
て
「
下
請
け
」
を
し
て

い
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
今
の
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
と
同
じ
立
場
と
い
う
こ
と
ら

し
い
。
ち
な
み
に
富
岡
製
糸
場
に
つ
い

て
は
、昨
春
「
群
馬
県
立
日
本
絹
の
里
」

と
姉
妹
館
に
な
っ
た
の
を
受
け
て
大
々

的
に
紹
介
し
た
の
と
、「
横
浜
絹
回
廊
」

で
他
２
館
に
関
係
資
料
貸
し
出
し
中
の

た
め
、
正
式
に
遺
産
登
録
さ
れ
た
時
点

で
の
展
示
を
考
え
る
と
い
う
。

　
「
祝
・
世
界
文
化
遺
産
」
と
い
う
お

祭
り
気
分
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
け

れ
ど
、
日
本
の
製
糸
産
業
の
発
展
が
昭

和
の
軍
国
主
義
を
支
え
た
と
い
う
見
方

も
で
き
る
。「
絹
の
道
」
は
、
人
々
の

幸
せ
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
神
奈
川
新
聞
社
文
化
部
長
　

青
木
　
幸
恵
）

「
絹
の
道
」は
ど
こ
に
続
く
か

視
描点
点
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い
ま
か
ら
10
年
ほ
ど
前
、
日
本
の
新

聞
業
界
は
恐
れ
お
の
の
い
た
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
新
聞
《
メ
ト
ロ
》

が
、
い
つ
わ
が
国
に
上
陸
し
て
く
る
か

と
。

　
《
メ
ト
ロ
》
と
は
無
料
の
新
聞
、
つ

ま
り
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
タ
イ
ト
ル
で

あ
る
。
こ
れ
ぞ
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
バ

イ
キ
ン
グ
。
１
９
９
９
年
、
イ
ギ
リ
ス

に
上
陸
。
あ
っ
と
い
う
間
に
１
０
０
万

部
の
発
行
。
伝
統
あ
る
高
級
紙
デ
ー

リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
が
90
万
部
、
タ
イ

ム
ズ
が
60
万
部
の
こ
ろ
。
フ
ラ
ン
ス
も

攻
め
ら
れ
、
パ
リ
の
高
級
紙
も
大
衆
紙

も
部
数
激
減
。
ア
メ
リ
カ
に
も
上
陸
、

欧
米
16
ヶ
国
を
席
巻
。
１
４
５
０
万
人

を
ト
リ
コ
に
し
た
。

　

新
聞
は
毎
朝
、
自
宅
に
配
達
さ
れ
る

日
本
と
違
っ
て
、
キ
オ
ス
ク
で
買
う
も

の
と
習
慣
に
な
っ
て
い
る
か
ら
無
理
も

な
い
。
い
つ
も
ど
お
り
キ
オ
ス
ク
で
、

ど
の
新
聞
に

し
よ
う
か
と

迷
っ
て
い
る

と
、
い
き
な

り
無
料
の
新

聞
が
手
渡
さ

れ
る
。
そ
こ

そ
こ
読
め
る

記
事
が
載
っ

て
れ
ば
も
う

買
わ
な
い
。

　

韓
国
に
現

れ
た
の
は
２

０
０
２
年
５

月
、
た
ち
ま

ち
48
万
部
を
ば
ら
ま
い
た
。
い
よ
い
よ

わ
が
方
へ
や
っ
て
く
る
と
お
び
え
て
い

た
ら
、
な
ん
と
足
元
か
ら
で
る
は
で
る

は
。
広
告
だ
け
で
編
集
さ
れ
た
、
無
料

の
新
聞
。
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
ア
レ
！！

　

新
聞
が
広
告
を
載
せ
る
の
は
あ
た
り

ま
え
だ
け
ど
、
あ
ま
り
に
広
告
が
多
す

ぎ
た
福
沢
諭
吉
の
《
時
事
新
報
》
は
、

広
告
新
聞
（
本
誌
１
９
２
９
号
を
ど
う

ぞ
）
と
あ
だ
名

さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
し
っ
か

り
し
た
記
事
が

た
っ
ぷ
り
掲
載

さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
紙
面
ぜ

ん
ぶ
が
広
告
だ

け
の
新
聞
が
本

当
に
あ
っ
た
。

　

１
８
６
３

（
明
治
11
）
年

６
月
、
東
京
日

日
新
聞
に
「
来

る
十
六
日
か
ら

弊
社
に
て
広
告
ば
か
り
を
版
行
に
し

て
」、
毎
日
、
５
０
０
０
部
を
無
料
で

配
り
ま
す
。
広
告
を
だ
し
た
い
人
は
お

申
し
で
下
さ
い
。
１
行
は
18
字
、
３
銭
。

フ
リ
ガ
ナ
付
き
の
大
き
な
活
字
も
、
イ

ラ
ス
ト
も
Ｏ
Ｋ
と
広
告
が
で
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は
《
広
告
日
表
》
と
い
う
、

記
事
な
し
日
刊
紙
。
発
行
し
た
の
は
東

京
銀
座
の
引
札
屋
、
つ
ま
り
広
告
取
次

店
。
あ
の
マ
ル
チ
人
間
こ
と
、
岸
田
吟

香
（
１
９
１
５
号
を
ど
う
ぞ
）
で
あ
る
。

横
浜
で
ア
メ
リ
カ
人
ヘ
ボ
ン
か
ら
、
西

洋
目
薬
を
免
許
皆
伝
さ
れ
て
銀
座
で
大

成
功
。
と
な
り
に
新
聞
社
を
設
立
、
当

時
最
大
部
数
の
《
東
京
曙
新
聞
》
に
つ

い
で
１
３
５
万
部
も
発
行
。
３
年
後
に

《
広
告
日
報
》
と
改
題
し
た
。
こ
れ
は

も
う
か
る
と
そ
の
年
、
図
の
《
ひ
き
ふ

た
新
聞
》
が
で
た
。
１
段
目
に
な
ん
と

な
く
記
事
、
２
段
３
段
は
出
版
物
や
虫

歯
の
ク
ス
リ
、
の
れ
ん
は
畳
屋
の
広
告

で
あ
る
。
つ
ぎ
に
《
勉
強
広
告
新
聞
》

に
《
ち
ら
し
》
に
《
広
告
大
新
聞
》
と
、

似
た
よ
う
な
新
聞
が
ぞ
く
ぞ
く
と
現
れ

た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）《
ひ
き
ふ
た
新
聞
》
第
90
号
、
明

治
11
年
12
月
6
日

広
告
だ
け
の
新
聞

宮
野
　
力
哉

新
聞
広
告
が
始
ま
っ
た
⑩

広
告

談
珍
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